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審    査   の   要   旨 
本学位論文は、日本において、これまで 80 年近い育種の歴史があるものの、国内生産の衰退から育種事
業が大幅に縮小してきたため、手つかずであったわが国セイヨウアブラナ遺伝資源について分子マーカーを
利用して再評価し、今後の育種事業展開時に有用な育種基盤であるコアコレクションを作った点で育種学的
に高い価値を持つ。さらに、国内の自生セイヨウアブラナを逸出個体としてではなく国内各地で適応し多様
性を保持している遺伝資源として評価し、新たな遺伝資源として評価した点、ならびに今後国外からセイヨ
ウアブラナが導入され、逸出した場合の個体由来推定の基盤ともなりえる点で育種学的のみならず規制科学
としても価値がある。本論文は、わが国が保有するセイヨウアブラナ遺伝資源の価値を引き出す研究として、
さらに逸出し、定着した自生植物を遺伝資源としてとらえたという観点から、育種学的に新規性のある成果
として評価できる。 
 
平成29年6月1日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行い、
本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によって合
格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
